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北海道大野農業高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言　PartⅡ）

７

「Society5.0の時代
に応じた教育」を行
います。

Ⅳ

地域交流の拠点となる
学校

　ＩＣＴを用いた学習を充実させ、これか
らの時代に対応できる農業観を持った人材
を育成する。

Ａ

　農業改良普及センターや企
業との連携を強化し、ＩＣＴ
を活用して地域農業課題解決
を目指す。

５

「地球環境を守り、
創造する教育」を行
います。

６

「地域資源を活用
し、地域振興の拠点
となる教育」を行い
ます。

　ＧＡＰ・ＳＤＧｓ、みどりの食料システ
ム戦略を通して国土保全・地球環境に興味
関心を持たせ、農業の面から貢献する態度
を育てる。 Ｂ

　実習でＧＡＰやＳＤＧｓ、
みどりの食料システム戦略を
身近な問題と考え、意識し取
り組む大切さを理解させる。

　地域特産物を用いた食育教育を充実さ
せ、農と食の重要性を幅広い年代に伝え
る。

Ａ

　地域の園児・生徒・生徒だ
けでなく保護者などを巻き込
んだ食農教育など外部へのＰ
Ｒを強化する。

Ⅲ
　
地球環境を守り創造す
る学校

４

「地域の農業関連産
業や６次産業化に寄
与する教育」を行い
ます。

Ⅴ
　
地域防災を推進する学
校

８

「地域防災を推進す
る教育」を行いま
す。

　安全教育を徹底し、地域防災を意識した
危機管理能力の向上を目指す。

Ｂ

　農業の多面的機能を理解
し､地域防災への理解の深化
を図る。

Ⅱ
　
地域社会・産業に寄
与する学校

　ＧＡＰを理解し、地域の特産物を広めら
れるような人材育成を目指す。

Ｂ

　道南経営者育成対策協議
会をはじめ、１年次より地域
農業を理解させ地域の指導者
を目指した研修を実施する。

 ６次産業化・農福連携を意識しながら、
ＧＡＰ・ＨＡＣＣＰなど学科の特徴を生か
し農業の魅力を伝え農業後継者や関連産業
従事者の育成を図る。 Ｂ

　農業を支える職業を理解
し、生産者はもちろん、多方
面の関連産業への進路を実現
させる。

３

「地域農業の生産を
支える教育」を行い
ます。

２

「世界と日本をつな
ぐグローカル教育」
を行います。

Ⅰ
　
グローカル教育で人
材を育てる学校  ＧＡＰやＳＤＧｓ、みどりの食料システ

ム戦略を意識させ、世界を意識した農業を
感じられるような農場の充実を図る。

Ｂ

　実習で常に世界を意識でき
るように掲示教育の充実を図
る。

全国の農業高校の行動計画

１
　
「生徒一人ひとりを
一層輝かせ成長させ
る教育」を行いま
す。

　
　農業クラブ活動や資格取得を充実させ、
主体的学習意欲を高め、進路実現を目指
す。

Ａ

　農業クラブ活動や資格取
得によって自信を持たせ、自
己肯定感を高めさせる。

学校において令和７年度に重点化する取組及び具体的方策


